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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第２四半期連結
累計期間

第42期
第２四半期連結
会計期間

第41期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

営業収益（千円） 43,864,127 22,061,222 79,535,162

経常利益（千円） 1,884,814 1,066,006 4,039,472

四半期（当期）純利益（千円） 1,053,089 651,414 2,102,512

純資産額（千円） － 12,464,717 12,488,025

総資産額（千円） － 28,400,024 28,240,692

１株当たり純資産額（円） － 847.56 821.29

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
69.71 43.27 138.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－　 －　 138.74

自己資本比率（％） － 43.7 44.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,338,720 － 1,394,874

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△143,119 － △1,503,841

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,191,398 － 337,823

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 3,085,482 3,121,326

従業員数（人） － 555 532

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．営業収益には消費税等は含まれておりません。

３．第42期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

EDINET提出書類

株式会社リロ・ホールディング(E05047)

四半期報告書

 2/28



２【事業の内容】

　当社グループは、株式会社リロ・ホールディング（当社）を中心に、連結子会社13社および持分法適用関連会社５社

により構成されております。

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 555 （238）　

　（注）１．従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２．従業員には嘱託社員は含まれておりません。

３．パートタイマーおよびアルバイトは（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。

　

（２）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 39 　（－）

　（注）１．従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

 　　　２．従業員には嘱託社員は含まれておりません。

３．パートタイマーおよびアルバイトは（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

当社グループでは生産業務は行っておりませんので、該当事項はありません。

（２）受注実績

該当事項はありません。

（３）販売実績

当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間

（自　平成20年７月１日 

　至　平成20年９月30日)

リロケーション事業（千円） 18,866,356

福利厚生代行サービス事業（千円） 2,061,048

リゾート事業（千円） 812,168

その他の事業（千円） 321,650

合計（千円） 22,061,222

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況　

　当第２四半期連結会計期間においては、昨年後半からの金融市場の不透明感が実体経済へ波及し、世界的な金融シス

テムの信用収縮と共に資源価格の高騰や円高などが重なり、国内の企業業績と個人消費への影響が拡大しました。

　このような環境下にありながらも、企業は従業員の士気を維持・向上させるための取り組みとして、福利厚生制度を

重視する傾向に変化は見られませんが、制度の導入と運用に際して、業務の効率化やコスト抑制などが求められてお

り、アウトソーシングに対するニーズは底堅く推移しております。

　そうした状況を背景に、当社グループのコア事業である「リロケーション事業」および「福利厚生代行サービス事

業」においては住宅管理戸数、会員数といったストックを順調に積み上げることができましたが、個人消費の低迷に

よる「リゾート事業」の不振をカバーするには至りませんでした。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間における営業収益は220億61百万円、経常利益10億66百万円、四半期純利益

６億51百万円となりました。

　

セグメント毎の業績は以下のとおりであります。

　

①リロケーション事業　

　当事業は、当社グループの創業事業である転勤者の留守宅管理サービス「リロケーションサービス」をはじめとし

て、企業福利厚生の住宅分野における様々なアウトソーシングサービスを提供しております。主なサービスとしては、

物件検索等の転居支援サービス「リロネット」、借上社宅管理業務のフルアウトソーシングサービス「リライアン

ス」、海外赴任業務支援サービス「海外赴任ｎａｖｉ」、24時間緊急工事対応サービス「住まいるレンジャーＲＥＬ

Ｏ２４」等があります。これらは全て企業や従業員の様々なニーズに応えるべく事業化してきたサービスです。

　当第２四半期連結会計期間におきましても、寮や社宅などの管理業務に関して効率化を図りたい企業のアウトソー

シングニーズが引き続き堅調に推移しました。特に「リライアンス」において、既存顧客での管理戸数の積み増しが

進んだことに加え、新規案件の獲得なども寄与したことから、営業収益188億66百万円、営業利益５億54百万円となり

ました。
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②福利厚生代行サービス事業

　当事業は、顧客企業の従業員の皆様にレジャー・ライフサポート等の福利厚生制度を提供する「福利厚生倶楽部」

と、提携企業の会員組織に対し、ロイヤルティ・プログラムを提供する「クラブオフ」を運営しております。

　当第２四半期連結会計期間におきましては、「福利厚生倶楽部」において中堅・中小企業の入会が進んだことに加

え、「クラブオフ」事業において地銀住宅ローン共同研究会からの提携銀行が増加したことなどにより、会費収益お

よび利用料収益を伸張させることが出来ました。これらの結果、営業収益20億61百万円、営業利益４億72百万円となり

ました。

　

③リゾート事業

　当事業は「使う分だけ別荘を所有する」をコンセプトとしたポイント制タイムシェアプログラム「ポイントバケー

ションリロ」を運営しております。

　当第２四半期連結会計期間におきましては、景況悪化による個人消費の低迷により新規会員の獲得が減少しました。

既存のＷＥＢや雑誌などを通じた集客に加え、商業施設やイベント会場での集客などの新しい集客手法を実施した

他、新しい指標を設けコスト管理を徹底するなど多様な対策を施しましたが、外部環境の影響をカバーするには至ら

ず、営業収益８億12百万円、営業利益１億６百万円となりました。

　

④その他の事業

　当事業は、主力事業に関連する事業分野として、主に金融保険事業で構成されております。

　リロケーション事業セグメントの管理戸数増加に伴う「リロ補償」の拡大とその再保険事業が伸張したことに加

え、本年４月に開始した少額短期保険「ソラティア」の販売を足掛かりに中小規模の企業での保険販売手数料の増加

も寄与したことから、営業収益３億21百万円、営業利益１億23百万円となりました。

　

（資産・負債の状況）

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は284億円となり、また、負債合計は159億35百万円、純資産合計は124億64百

万円となりました。

　

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金および現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べて

１億77百万円増加し、30億85百万円となりました。

　

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　当第２四半期連結会計期間において営業活動の結果得られた資金は、８億円となりました。税金等調整前四半期純利

益10億13百万円を計上した一方で、営業保証金を２億30百万円差し入れたことなどが主な要因であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　当第２四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は、20百万円となりました。ソフトウェアの取得に

より15百万円を支出したことなどが主な要因であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　当第２四半期連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は、６億30百万円となりました。長期借入金として

６億円を調達した一方で、短期借入金の返済に７億45百万円、自己株式の取得に４億85百万円を支出したことが要因

であります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動　

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

（２）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,210,000

計 60,210,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,158,720 15,158,720 ジャスダック証券取引所

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式

計 15,158,720 15,158,720 － －

　（注）「提出日現在発行数」の欄には、平成20年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使に

より発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成14年６月27日定時株主総会決議

　
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 739

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 147,800

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,525

新株予約権の行使期間
自　平成16年７月１日

至　平成24年６月26日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　1,525

資本組入額　　　  763

新株予約権の行使の条件

　新株予約権者は、権利行使時においても当社または当社

の関係会社（財務諸表等の用語、様式および作成方法に

関する規則第８条第８項の定義による。）の取締役、執行

役員、使用人または監査役であることを要するものとす

る。また、これらの新株予約権者は退任又は退職後１年以

内に限って権利行使を認める。ただし以上の行使条件以

外で権利行使を認める場合は、新株予約権者が退任また

は退職までに取締役会が正当な理由があるとして権利行

使を認めた場合とする。

　新株予約権者が死亡した場合には、相続人がこれを行使

することができる。権利の質入れは認めない。権利行使に

かかる年間の払込額の合計は１千２百万円を超えないも

のとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
　　新株予約権者は、本新株予約権を他に譲渡することはで

きない。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

（注）１．新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権

利を喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。

２．平成17年１月26日開催の取締役会の決議により、平成17年５月20日付で１株を２株とする株式分割を行って

おります。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新株

予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。

３．平成18年５月25日開催の取締役会の決議により、平成18年６月１日付で新株予約権の行使の条件を変更して

おります。これにより新株予約権者が新株予約権の権利行使時において取締役、執行役員または使用人である

ことに加え「または監査役」であることを追加、及び「新株予約権者が退任または退職後までに取役会が正

当な理由があるとして権利行使を認めた場合」の旨を追加しております。
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②　平成16年６月25日定時株主総会決議

　
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 677

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 135,400

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,705

新株予約権の行使期間
自　平成18年７月３日

至　平成26年６月24日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　1,705

資本組入額　　　  853

新株予約権の行使の条件

　新株予約権者は、権利行使時においても当社または当社

の関係会社（財務諸表等の用語、様式および作成方法に

関する規則第８条第８項の定義による。）の取締役、執行

役員または使用人ならびに当社監査役であることを要す

るものとする。ただし権利行使時にこれらの地位を喪失

した場合であっても当社取締役会が正当な理由があると

認め、その者の権利行使を認めた場合はこの限りでない。

　新株予約権者が死亡した場合には、相続人がこれを行使

することができる。権利の質入れは認めない。権利行使に

かかる年間の払込額の合計は１千２百万円を超えないも

のとする。その他の条件については、株主総会及び取締役

会決議に基づき、当社と対象の当社ならびに当社の関係

会社の取締役、執行役員または使用人ならびに当社監査

役との間で締結する「新株予約権付与契約」に定めると

ころによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権者は、本新株予約権を他に譲渡することはで

きない。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

（注）１．新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により　

権利を喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。

２．平成17年１月26日開催の取締役会の決議により、平成17年５月20日付で１株を２株とする株式分割を行って

おります。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新株

予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。
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③　平成17年６月24日定時株主総会決議

　
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 865

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 86,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,541

新株予約権の行使期間
自　平成19年７月２日

至　平成27年６月23日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　1,541

資本組入額　　　  771

新株予約権の行使の条件

　新株予約権者は、権利行使時においても当社または当社

の関係会社（財務諸表等の用語、様式および作成方法に

関する規則第８条第８項の定義による。）の取締役、執行

役員または使用人ならびに当社監査役であることを要す

るものとする。ただし権利行使時にこれらの地位を喪失

した場合であっても当社取締役会が正当な理由があると

認め、その者の権利行使を認めた場合はこの限りでない。

　新株予約権者が死亡した場合には、相続人がこれを行使

することができる。権利の質入れは認めない。権利行使に

かかる年間の払込額の合計は１千２百万円を超えないも

のとする。その他の条件については、株主総会及び取締役

会決議に基づき、当社と対象の当社ならびに当社の関係

会社の取締役、執行役員または使用人ならびに当社監査

役との間で締結する「新株予約権付与契約」に定めると

ころによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権者は、本新株予約権を他に譲渡することはで

きない。

代用払込みに関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 － 

（注）新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権利を

喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。
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会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成20年６月26日定時株主総会決議

　
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 2,587

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 258,700

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,313

新株予約権の行使期間
自　平成23年７月26日

至　平成25年７月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　1,313

資本組入額　　　  657

新株予約権の行使の条件

　新株予約権者は、権利行使時においても当社または当社

の関係会社（財務諸表等の用語、様式および作成方法に

関する規則第８条第８項の定義による。）の取締役、執行

役員または従業員ならびに当社監査役であることを要す

るものとする。ただし権利行使時にこれらの地位を喪失

した場合であっても当社取締役会が正当な理由があると

認め、その者の権利行使を認めた場合はこの限りでない。

　新株予約権者が死亡した場合には、相続人がこれを行使

することができる。権利の質入れは認めない。権利行使に

かかる年間の払込額の合計は１千２百万円を超えないも

のとする。その他の条件については、株主総会及び取締役

会決議に基づき、当社と対象の当社ならびに当社の関係

会社の取締役、執行役員または従業員ならびに当社監査

役との間で締結する「新株予約権割当契約書」に定める

ところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権者は、本新株予約権を他に譲渡することはで

きない。

代用払込みに関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 － 

（注）新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権利を

喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成20年７月１日～

平成20年９月30日
－ 15,158,720 － 2,561,293 － 2,754,397
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

佐々田　正徳 東京都新宿区 7,026 46.35

日本トラスティ・サービス信
託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１－８－11 1,304 8.60

ゴールドマン・サックス・イ
ンターナショナル

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB,
 U.K. 980 6.47

日本マスタートラスト信託銀
行株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２－11－３　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

786 5.19

株式会社リロ・ホールディン
グ

東京都新宿区新宿４－３－23　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

500 3.30

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１－１－５ 300 1.98

ビーエヌピーパリバ・セキュ
リティーズサービス・ロンド
ンジャスデックユーケーレ
ジィデンツ

55 MOORGATE LONDON EC2R 6PA UK 221 1.46

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 200 1.32

佐々田　有樹 東京都新宿区 198 1.31

佐々田　大樹 東京都新宿区 198 1.31

計  11,716 77.29

（注）　１． 上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式1,304千株、日本マスタートラスト信託銀行株式

会社の所有株式786千株は、信託業務に係る株式数です。　

　 　２． ブラックロック・インベストメント・マネジメント・インターナショナル・リミテッド、ブラックロック・

ジャパン株式会社およびブラックロック・インベストメント・マネジメント（ユーケー）リミテッドから連

名により平成19年10月４日付で大量保有報告書の写し、平成19年11月６日付で変更報告書の写しが送付され、

平成19年10月31日現在で617千株保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当四半期末時点にお

ける保有株式数の確認ができませんでしたので、上記大株主の状況には含めておりません。なお、当該変更報

告書の内容は以下のとおりであります。

大量保有者　　ブラックロック・インベストメント・マネジメント・インターナショナル・リミテッド

住所　　　　　33 King William Street London EC4R 9AS

所有内容　　　株式81,800株

大量保有者　　ブラックロック・ジャパン株式会社

住所　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目７番12号　サピアタワー　

所有内容　　　株式338,400株

大量保有者　　ブラックロック・インベストメント・マネジメント（ユーケー）リミテッド

住所　　　　　33 King William Street London EC4R 9AS

所有内容　　　株式197,200株
 　３． タワー投資顧問株式会社から平成20年９月17日付で大量保有報告書の写し、平成20年９月18日付で変更報告

書の写しが送付され、平成20年９月12日現在で978千株保有している旨の報告を受けておりますが、当社とし

て当四半期末時点における保有株式数の確認ができませんでしたので、上記大株主の状況には含めておりま

せん。なお、当該変更報告書の内容は以下のとおりであります。

大量保有者　　タワー投資顧問株式会社

住所　　　　　東京都港区芝大門１丁目12番16号

所有内容　　　株式978,400株
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式    500,300 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 　普通株式 14,657,600 146,576 同上

単元未満株式 　普通株式　　　　820 － 同上

発行済株式総数 15,158,720 － －

総株主の議決権 － 146,576 －

　

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社リロ・ホール

ディング

東京都新宿区新宿四丁目

３番23号
500,300 －　 500,300 3.30

計 － 500,300 －　 500,300 3.30

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,389 1,967 1,600 1,350 1,253 1,104

最低（円） 1,150 1,175 1,285 1,206 890 904

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありません。

　

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社リロ・ホールディング(E05047)

四半期報告書

13/28



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,995,700 3,021,738

受取手形及び営業未収入金 2,928,417 3,467,163

有価証券 89,782 122,464

販売用不動産 617,535 801,292

貯蔵品 107,143 207,158

前渡金 4,911,183 4,628,052

その他 2,499,139 2,201,602

貸倒引当金 △17,362 △23,725

流動資産合計 14,131,539 14,425,746

固定資産

有形固定資産

建物 3,731,050 3,687,606

減価償却累計額 △675,989 △553,897

建物（純額） 3,055,060 3,133,709

工具、器具及び備品 899,976 919,582

減価償却累計額 △653,414 △647,528

工具、器具及び備品（純額） 246,562 272,054

土地 1,052,401 1,061,097

建設仮勘定 － 12,488

その他 223,915 223,973

減価償却累計額 △45,317 △33,551

その他（純額） 178,598 190,422

有形固定資産合計 4,532,622 4,669,772

無形固定資産

ソフトウエア 771,635 893,602

のれん 233,259 242,979

その他 23,726 24,556

無形固定資産合計 1,028,622 1,161,137

投資その他の資産

投資有価証券 978,076 990,728

敷金及び保証金 6,477,867 5,760,302

その他 1,283,072 1,265,687

貸倒引当金 △31,776 △32,682

投資その他の資産合計 8,707,239 7,984,035

固定資産合計 14,268,485 13,814,946

資産合計 28,400,024 28,240,692
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 1,252,887 1,717,914

短期借入金 1,657,251 2,480,229

1年内返済予定の長期借入金 28,955 31,656

未払法人税等 759,186 374,711

前受金 6,447,415 5,975,618

賞与引当金 156,830 150,761

その他 1,271,665 1,197,472

流動負債合計 11,574,195 11,928,365

固定負債

長期借入金 600,000 －

債務保証損失引当金 85,150 90,100

長期預り敷金 3,570,455 3,625,039

負ののれん 9,151 9,549

その他 96,353 99,613

固定負債合計 4,361,111 3,824,302

負債合計 15,935,306 15,752,667

純資産の部

株主資本

資本金 2,561,293 2,561,293

資本剰余金 2,754,397 2,754,397

利益剰余金 8,102,672 7,564,966

自己株式 △486,152 △1,152

株主資本合計 12,932,211 12,879,505

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 8,613 10,574

土地再評価差額金 △426,143 △426,143

為替換算調整勘定 △90,792 △14,570

評価・換算差額等合計 △508,322 △430,139

新株予約権 5,741 －

少数株主持分 35,087 38,658

純資産合計 12,464,717 12,488,025

負債純資産合計 28,400,024 28,240,692
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業収益

営業収益 43,864,127

営業費用

営業費用 38,542,965

営業総利益 5,321,161

販売費及び一般管理費 ※1
 3,447,213

営業利益 1,873,947

営業外収益

受取利息 22,338

受取配当金 17,961

持分法による投資利益 14,252

その他 19,561

営業外収益合計 74,113

営業外費用

支払利息 20,387

為替差損 31,298

その他 11,560

営業外費用合計 63,246

経常利益 1,884,814

特別利益

債務保証損失引当金戻入額 4,950

貸倒引当金戻入額 5,637

その他 3,000

特別利益合計 13,587

特別損失

投資有価証券評価損 16,779

減損損失 45,691

その他 7,304

特別損失合計 69,774

税金等調整前四半期純利益 1,828,626

法人税、住民税及び事業税 802,260

法人税等調整額 △25,276

法人税等合計 776,983

少数株主損失（△） △1,446

四半期純利益 1,053,089
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

営業収益

営業収益 22,061,222

営業費用

営業費用 19,236,470

営業総利益 2,824,751

販売費及び一般管理費 ※1
 1,801,567

営業利益 1,023,184

営業外収益

受取利息 11,853

為替差益 20,108

持分法による投資利益 12,903

その他 13,430

営業外収益合計 58,295

営業外費用

支払利息 9,958

その他 5,515

営業外費用合計 15,473

経常利益 1,066,006

特別損失

減損損失 45,691

その他 6,787

特別損失合計 52,479

税金等調整前四半期純利益 1,013,527

法人税、住民税及び事業税 470,743

法人税等調整額 △110,226

法人税等合計 360,517

少数株主利益 1,595

四半期純利益 651,414
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,828,626

減価償却費 362,029

減損損失 45,691

のれん償却額 9,321

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,958

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,069

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △4,950

受取利息及び受取配当金 △40,299

支払利息 20,387

持分法による投資損益（△は益） △14,252

有形固定資産除却損 4,553

投資有価証券評価損益（△は益） 16,779

売上債権の増減額（△は増加） 1,005,790

たな卸資産の増減額（△は増加） 226,106

仕入債務の増減額（△は減少） △743,436

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △717,564

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △54,583

その他 △438,038

小計 1,505,272

利息及び配当金の受取額 46,574

利息の支払額 △21,038

法人税等の支払額 △437,503

法人税等の還付額 245,415

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,338,720

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 22,876

有形固定資産の取得による支出 △104,470

ソフトウエアの取得による支出 △69,329

その他 7,804

投資活動によるキャッシュ・フロー △143,119

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △791,014

長期借入れによる収入 600,000

自己株式の取得による支出 △485,000

配当金の支払額 △515,384

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,191,398

現金及び現金同等物に係る換算差額 △40,046

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △35,843

現金及び現金同等物の期首残高 3,121,326

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,085,482
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(１)重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

 たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として個別法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会

計基準」（企業会計基準委員会　平成18年

７月５日　企業会計基準第９号）が適用さ

れたことに伴い、主として個別法による原

価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）により算

定しております。

これによる損益への影響はありません。

　

　 (２)連結財務諸表作成における在外子会社

の会計処理に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の

会計処理に関する当面の取扱い」（企業会

計基準委員会　平成18年５月17日　実務対応

報告18号）を第１四半期連結会計期間から

適用しております。

これによる損益への影響はありません。　

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費の主な費目と金額は次のと

おりであります。

給与手当 843,210千円

　

賞与引当金繰入額 108,670千円

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費の主な費目と金額は次のと

おりであります。

給与手当 419,377千円

　

賞与引当金繰入額 54,451千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）
現金及び預金勘定 2,995,700千円
有価証券勘定 89,782千円
現金及び現金同等物 3,085,482千円

　

（株主資本等関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日

至　平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期

連結会計期間末

　普通株式（株） 15,158,720

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期

連結会計期間末

　普通株式（株） 500,360

　

３．新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

　　　　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　　　　提出会社　　5,741千円

　

４．配当に関する事項

　（１）配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月15日

取締役会
普通株式 515,384 34 平成20年３月31日 平成20年６月27日 利益剰余金　

　（２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

５．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、当第２四半期連結累計期間において、取締役会決議に基づき、自己株式を500,000株、485,000千円取得い

たしました。なお、当第２四半期連結会計期間末における自己株式は500,360株、486,152千円となっております。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）　　　　　　　

　

リロケーショ

ン事業

 （千円）

福利厚生代行

サービス事業

 （千円）

リゾート事業

 （千円）

 その他の事業

 （千円）

計

 （千円）

消去又は全社

 （千円）

連結

 （千円）

営業収益        

(1）外部顧客

に対する

営業収益

18,866,356 2,061,048 812,168 321,650 22,061,222 － 22,061,222

(2）セグメン

ト間の内

部営業収

益又は振

替高

85,475 22,363 － 24,930 132,769 △132,769 －

計 18,951,831 2,083,411 812,168 346,581 22,193,992 △132,769 22,061,222

営業利益 554,130 472,226 106,820 123,712 1,256,889 △233,705 1,023,184

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）　　　　　　　

　

リロケーショ

ン事業

 （千円）

福利厚生代行

サービス事業

 （千円）

リゾート事業

 （千円）

 その他の事業

 （千円）

計

 （千円）

消去又は全社

 （千円）

連結

 （千円）

営業収益        

(1）外部顧客

に対する

営業収益

37,592,452 4,092,708 1,478,236 700,730 43,864,127 － 43,864,127

(2）セグメン

ト間の内

部営業収

益又は振

替高

235,892 39,004 － 55,010 329,908 △329,908 －

計 37,828,345 4,131,712 1,478,236 755,740 44,194,035 △329,908 43,864,127

営業利益 1,061,886 973,514 176,942 147,987 2,360,331 △486,384 1,873,947

　（注）事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平

成20年４月１日　至　平成20年９月30日)  

　本邦の営業収益は、全セグメントの営業収益の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

　

【海外営業収益】

　当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平

成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　海外営業収益は、連結営業収益の10％未満であるため、海外営業収益の記載を省略しております。
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（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

（デリバティブ取引関係）

  当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　      当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　　１.ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　　 　販売費及び一般管理費　　5,741千円

　

　　２.当第２四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　 平成20年ストック・オプション

付与対象者の区分及び人数

当社取締役

当社監査役

子会社取締役

子会社従業員

2名

3名

11名

456名

当社執行役員

当社従業員

子会社執行役員

　

2名

39名

7名

　

株式の種類別のストック・オプションの付与数 　普通株式　259,900株

付与日 　平成20年７月25日

権利確定条件

　新株予約権者は、権利行使時においても当社または当社

の関係会社（財務諸表等の用語、様式および作成方法に関

する規則第８条第８項の定義による。）の取締役、執行役

員または従業員ならびに当社監査役であることを要する

ものとする。ただし権利行使時にこれらの地位を喪失した

場合であっても当社取締役会が正当な理由があると認め、

その者の権利行使を認めた場合はこの限りでない。

対象勤務期間 　対象勤務期間の定めはございません。

権利行使期間 　自平成23年７月26日　至平成25年７月25日

権利行使価格（円） 1,313

付与日における公正な評価単価（円）
(注）

　
360

（注）平成23年7月26日から平成25年7月24日までの間に当社または当社の関係会社（財務諸表等の用語、様式および作成

方法に関する規則第８条第８項の定義による。）の取締役、執行役員または従業員ならびに当社監査役の地位を喪

失する付与対象者については、これらの地位を喪失する日までが権利行使期間となる。したがって、予想残存期間も

異なることになるため、地位を喪失する日の異なる者ごとに公正価値（単価）を算出する。

（企業結合等関係）

   該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 847.56円 １株当たり純資産額 821.29円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 69.71円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 43.27円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 1,053,089 651,414

普通株主に帰属しない金額（千円） 　－ 　　－

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,053,089 651,414

期中平均株式数（株） 15,106,447 15,055,099
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（重要な後発事象）

　　日本ハウズイング株式会社の株式取得

　当社は平成20年10月20日開催の取締役会において、日本ハウズイング株式会社（以下、日本ハウズイング）の株式を

取得することを決議し、平成20年10月21日から平成20年10月23日の間に3,977,000株（保有割合27.09％）の株式を取得

いたしました。

（１）株式取得の理由

　日本ハウズイングは、『安全で快適な住環境づくりを通じて、広く社会の発展に貢献する』ことを経営理念とし、マン

ション管理事業を中心にビル管理、営繕工事、各種不動産関連サービス事業などを幅広く展開しております。特にマン

ション管理事業においては、50年の歴史に培われた信頼と実績のもと、管理戸数約330千戸（平成20年３月末現在）と

日本最大の事業規模を誇っております。

　このように、日本ハウズイングはマンション管理事業でのマンションの共有部の営繕管理および管理組合の運営支援

を通して、居住者に快適な住環境を提供しております。一方、当社グループは住まいを中心とした転勤・転居に関わる

サービスやレジャー・健康・育児など、生活者（居住者）の生活シーンを通じて、安心と安全、快適な生活環境をサ

ポートしております。

　この両社においては、共有部(マンション)と専有部とそれぞれ異なった領域、シーンに事業の主軸をおいております

が、「住まい」「住環境」という点では共通しております。当社グループといたしましては、両社が連携することで、こ

れまでのマンション管理の枠組みを超え、一戸一戸の生活者（居住者）のライフスタイルに合わせた、きめ細かなサー

ビスを創造することが可能となります。

　つまり、当社グループと日本ハウズイングが手を結ぶことにより、お客様に対して高い次元における住環境の安心・

安全・快適を提供しうるわが国唯一の企業連合の実現がはかれるものであり、当社グループのビジョンの実現を加速

し、ひいては企業価値の増大に資するところが大であると判断いたしました。

　

（２）日本ハウズイング株式会社の概要

①商号　　　　　　日本ハウズイング株式会社

②代表者　　　　　小佐野 台

③本店所在地　　　東京都新宿区新宿一丁目31番12号

④設立年月日　　　昭和41年９月13日

⑤主な事業内容　　マンション管理事業、ビル管理事業、不動産管理事業、営繕工事業、開発建設事業

⑥事業年度の末日　３月末日

⑦従業員数　　　　5,222名（連結）

⑧主な事業所　　　札幌、仙台、東京、横浜、名古屋、京都、大阪、広島、福岡等

⑨資本金の額　　　1,529百万円

⑩発行済株式総数　14,680,000株

（３）株式取得の概要

株式譲渡契約締結　平成20年10月20日

取得株式数　　　　3,977,000株

取得後の持分比率　27.09％

取得価額　　　　　3,460百万円

資金調達方法　　　銀行借入および自己資金

（リース取引関係）

前連結会計年度末に比べてリース取引残高に著しい変動はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月７日

株式会社リロ・ホールディング

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 猪瀬　忠彦　　㊞

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐々田博信　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リロ・ホー

ルディングの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日

から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リロ・ホールディング及び連結子会社の平成20年９月30日現在

の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

追記情報

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成20年10月20日開催の取締役会において、日本ハウズイング株式会社の

株式を取得することを決議し、当該会社株式を取得している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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